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Realisme　Abdullah　bin　Abdul　Kadir　Munsyi
Shigeru　Morimura
　Karya－karya　sastra　Abdullah　b沁Abdul　Kadir　Munsyi（1796－1854）yang　berupa　prosa　adalah
” Kisah　Pelayaran　Abdullah　bin　Abdul　Kadlr　Munsyi　darl　Slngapura　ke　Kelantaバ（1838），
” ｝｛ikayat　Abdullah　bin　Abdui　Kadlr　Munsyi”（1849），dan”Kisah　Pelayaran　Ab翻lah　ke　negeri
Jeddah”　（ti（iak　dまselesa童kan，　karena　ia　menlnggal）．Yang（達三kisahkannya　（董ala紛　karya・karya　sas－
tranya　itu　bukan　a茎arn　l｛hayal　lag呈，　tetapi　du獄la　l｛e籍yataa魏。　Jadi　teydapat　haluan　｝｛esusasteraan
yang揃enguta擶akan　lukisa羅kenyataan，　yaitu　reallsme。　Sela量n　kata－kata　yang　tajam，　b三dal　juga
dipakainya　unt級k　bercerita．　Karena　圭t慧　caranya　bercerita　”kadang－kadang　cara　yang　tajarn，
kadang－kadang　cara　yang　ha1級s’㌔Ia　tldak　hanya　menceritakan　riwayat　hldup譲ya　dan　apa　yang
dialaminya．　la　membuka　matapya　selebar－lebarnya　melihat襲eadaan　masyarakat，　da訟Mengerl－
tiknya．　Lagi　pula三a組enge茎n醸akan　pendapatnya　sendiri，　memberi　nas童hat！petunjuk．　Jadi　tidak
bolehδilupakaB，　bahwa　reallsme　Aわdullah　bin　Abdul　Kad重r　Munsyi　berslfat　idealistis．
は　じ　め　に
　インドネシァ文学史上、畜代文学と近代文学との過渡期の文学としてアブドゥルラ・ビン・ア
ブドゥル・カデK一ル・ムンシ〈Abdullah　bln　Abδul　Kaδir　Munsyi　1796－1854一以下「アブド
ゥルラ」とのみ称す）の文学がある。アブFウルラ文学の韻文は、吉代文学の韻文の伝統を引き
継ぎ、それは定型詩である「パントゥン」（pantun一叙情詩の～種）と「シャイル」（syair一叙事
詩の一種）である。一方、アブドゥルラの散文は、スタイル、用語には古代文学の要素が見られ
るが、新しい生命が吹きこまれた。アブドゥルラは作晶に自己の生活体験を活写した。彼は現実
の実相に広く霞を注いで観察し、それを写実的に描写する。彼の散文には写実主義という文学傾
向が明らかであり、特異な写実主義を持っている。本稿において、私の考えるアブドゥルラの写
実孟義を彼の作品の中の描写をもとに明らかにしてみたい。
アブドゥルラ文学にみる韻文は、古代文学の定型詩であって、「パントゥン」（pantun一叙情詩
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の一種）と「シャイル」（syair一叙事詩の一種）である。彼の作晶にはSyair　Singapura　Terba－
kar（1830＞，　Syair　Kampung　Gelam　Terbakar（1847）があり、彼の散文の中にも「パントゥ
ン」、「シャイル」を詠んでいる。アブドゥルラの韻文は、まだ「パントゥン」、Yシャィル」とい
うそれまでの韻文の伝統の殻をつけたままで、その伝統の殻から抜け出すことができなかった
が、彼の散文には新しい生命が吹きこまれた。即ち、写実主義（リアリズム）の萌芽である。そ
れまでの散文における非現実の幻想の世界に代って、現実の世界が開かれ描写されるようになっ
た。彼の散文の作品には航海記と自叙伝がある。航海記にはKisah　Pelayara織Abdullah　bln
Abdul　I（ad三r　Munsyi　dari　Singapura　ke　Kelantan（1838）とKisah　Pelayaran　Abdullah　ke　Negeri
Jeddah（未完成）とがあり、前者はシ・ンガポール（Singapura）からクランタン（Kelantan）への
航海記である。後者はジェッダ（∫eddah）への航海記であるが、彼はコレラにかかってメッカで
亡くなった（1854年）ために、この作品は未完成である。自叙伝はKikayat　Abdullah　biB　Abdul
Kadir　Munsyi（1849＞という作品で、彼の散文のうち重要な緬髄を占める。
　一般に、写実主義（リアリズム）とは、現実の姿に注警し、観察して、これを約確にとらえよ
うとする文学傾向をいう。アブドゥルラは上述の作晶の中で自己の生活体験を活写する。彼の写
実蛍義は彼の体験と実感に支えられている。次にあげるのはKisah　Pelayaran　Abdullah　ke
Negerl　Jeddahという作晶の中におけるジェッダの地（negeri　Jeδdah）に関する彼の描写である。
　”．．，．．．Maka　adalah　koelihat　negeri　I）ledah　it◎e　terlaloe　ramainja，　oleh　sebab　itoelah
pangkalan　segala　kapa韮一kapal　dan　berdjenis－djenis　orang　jang　（latang（lari　I）a（la　segenap・genap
neger呈．　Ma髭a　saudagarpon　terlaloe　banjak　dan　daganganl）on　toempa熱roewa麺ah（li　s三t◎e，　maka
orangPon　berbagai－bagal　bangsa　boleh　dilihat　di　sitoe．　Maka　kedaipon　terlaloelah　ba麟k
berdjeB三s－（寿en三s　barang，　oleh　sebab　datang　dari　I）ada　t三5ap達ljap　negeri，　karena　negeri≡toelah
pangkalan　beberapa　negeri．（，，．＿。ジェッダの地はとても栄えていて、各地からやって
’
来るいろいろな人々と船舶の根拠地となっていた。そこでは商人がとても多くいて、商贔は豊富
であった。人々はいろんな人種のものがそこでは見掛けられた。店には、いろいろな晶物がとて
も沢山並んでいた。その地は根拠地であったため、各地から晶物が運び込まれたからであ
る。〉”α）
　更に次にあげるのは、Hil〈ayat　Abdullah　bin　Abdul　Kadir　Munsyiという作贔の中における有
名なイギリスの櫨民政治家トーマス・スタンフ愈一ド・ラッフルズ（Thomas　Stamf◎rd　Ra餓es
1781－1826）の人物に関する彼の描辱である。アブドゥルラは非常に多くの酋洋入と交際した
が、そのうちの一人にラッフルズがいて、ラッフルズのもとで書記として勤めたことがある。ア
ブドゥルラはラッフルズにマレー語を教え、マレーに関する知識を多く提供した。
　”Sebermula，　maka　adalah　sifat　tuan　Ra銀es　itu　al〈u　l三hat　tubuhnja　sederhana．　Tiada　t三Rggi，
t三aδarenδah，　t三ada　gemUk，　t三ada　kurus．　D＆h呈瞬垂uas，‘alamat　besar　hematRja．　Da臓kepalanja
buntar　blntjut　kehadapan，　‘alamat　l）er‘akal．　Dan　rambutnja　wam裂P6rang，‘alamat　berani．　Dan
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telinganja　l6bar，‘alamat　banjak　penengaran．】Bulu－keningnja　lebat（玉an　matanja　sebe至ah　k呈ri　ada
djuling2　air　dan　hiclungn］a　mantlung　dan　pipinja　tjengkung　sedikit　dan　bibimla　nipis，‘alamat
pandai　ber－kata2．　Dan　lidahnja　man三s　dan　mulutnja　luas　dan　l6hernja　djiRdjaBg　dan　wama
tubuhnja　tiada　putih　bahana　（lan　da（まanja　bidang，　pinggangnja　raMl）ing（lan　kakinja　sederhana．
Maka　apabila　la　berdjalan，　akan2　bungkuk　sedikit．
　　Sjahadan，　mal〈a　adalah　tabi‘a£nja　ltu　kulihat　sentiasa　didalam　berplklr　djuga．　Maka　terlalu
panda三la　memberl　hermat　akan　orang　serta　dengan　manis　mukanja　berbahasa　dengan　orang．
Entjik　dengan　entjlk，　tuan　dengan　tuan．　Dan　lagi　banjak　ia　menaruh　kasihan　akan　orang．　Maka
tangannja　terbuka　kepada　orang　miskin．　Dan　lagi　terlalu　panda三ia　membunuh　perkataan　orang．
Dan　lagi，　selalu　apabila　la　bertjakap　dengan　ter・senjum2．　DaB　lagi宅erla熱kuasa　ia　memerik＄a
akan　segala　perkara　jang　dahu圭ua．1）an　lagi，（ljikalau　｝）arangsttatu　pefkara　jang（董idengarnja　itg，
tiadalah　bol6h　sudah　dengan　sediklt，　melainkan　sampal　1〈esudahannla．　Dan　lag三，　adalah　selalu　ia
suka　tinggal　didalam　tempat　sun］i．　Maka　tla（la　apa　lain　pekerdjaannja　melainkan　menuli．s　dan
membatja　kitab2．王）an　lagi，　apaわila　waktu　la　beladjar　atau　bertlakap，　masklpun　barangsiapa
datang　kerumahnja，　tiada　la　mau　bertemtt，　melainkan　apablla　habis．　Dan　lagi，　kulihat　barang
apa　perbuatannja，　masing2　dengan　waktunja，　tiada　bertjampur　suatu　dengan　suatu．　Dan　lagi，
kul掛at　tabl‘atltja　pada　malam　sudah　ia　minum　t6h　serta　dengan　kawan2nja，　maka　adalah　sedia
tempat　dawat　dan　kalam　dan　kertas　diatas　m6dja　besamla　itu　serta　dua　liliR　terpasang．　Maka
apabila　puas2　ia　berdjalan　pergi・datang，　maka　terlen£anglah　ia　keatas　medja　itu　ber．baring2，
犯enengadah　serta　dlpedjamkanRja　matanja　seperti｛aku　orang　tid．。　Maka　pada　sangkaku
dua．tlga　kali　ia　tld．　djuga．　Maka　sedjurus　dengan　demikian，　maka　tiba2　bangUnlah　la　ter－gopoh2
1alu　me－nulis2．　Setelah三tu，　maka　barlng　pula　ia．　Demikian　kelakuannla　sampai2　pukul　sebelas・
dual）elas，　baharulah孟a　masuk　tidur．
　　Maka　demikianlah　halnja　pada　tlap2　hari，　mela三nkan　terkadang　datang　sahabat2nla．　Maka
apabila　pagi2　ia　bangttn　tidur，　d三a顯bll虜a　surat2　jang　ditulisRja　pada　mal．am　ltu，　dibatjanja　samb三1
　　　　　　　の
ber－djalan2　pergi・datang．　Barangkali　dalam　sepuluh　helai　dibatjanla　tiga　atau　empat　helai，
diberikannja　kepada　djurutu｝lsnja，　disuruhnja　salin　ke（玉a董am　kitab　dan　jang　茎ain　di・k（）jak2nja，
dlbuangkan．　Demikianlah‘adatnja　pada　tlap2　hari．（拠、ラッフルズ氏は中肉中背であるように
見えた。背が高くもなければ低くもなく、肥ってもいなければ痩せてもいなかった。彼の額は広
く、これは大志を抱いていることをあらわしている。彼の頭は前後に長くて、これは賢明である
ことをあらわしている。彼の頭髪は薄茶色であり、これは勇敢であることをあらわしている。彼
の耳は大きく、これは聴力が鋭いことをあらわしている。彼の層毛は濃く、館は左側が少し斜視
であり、鼻は高く、頬は少しくぼんでいた。彼の唇はうすく、これは話が上手であることをあら
わしている。彼の舌は軽やかで、口は大きかった。首は長く、囎の色は臼くはなかった。彼の胸
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幅は広く、腰はほっそりしていて、足は短くもなければ長くもなかった。彼が歩くとき、少し腰
が曲がっているように見えた。
　また、彼はいつも思考をめぐらしているかのように見えた。彼は人に優しい表情をたたえて敬
意、を払いながら話をするのがとてもうまかった。二人称代名詞はentjlkに対してe蝿ikで応じ、
tuanに対してtuanで応じた。また、彼は情深く、貧しい人に手をさしのべた。また、彼は人と
の話で人をやりこめて二の句の出ぬようにするのがとてもうまかった。話すときはいつも微笑を
たたえて話した。また、繭のことをよく確めた。ある事情を聞く際、少しで済まさず最後まで聞
いた。また、彼は静かなところにいるのが野きであった。ただ書きものをしたり、本を読んだり
していた。また、彼は、勉強していたときや話をしていたとき、誰かが家leやってきても、勉強
や話を済まさないかぎり、その人と会うことを望まなかった。また、彼は事を行うのにひとつひ
とつ行ってあれこれと手をつけないように見えた。また、夜は、友人たちとお茶を飲み、彼の大
きな机の上にはインク瓶とペンと紙とが用意されていて、二本のV一ソクがつけられていた。彼
は行ったり来たりするのに飽きると、その机の上に仰向けになって見上げ、更に人が眠るときの
ように呂を閉じた。2、3度、私は彼が眠ったかと思った。彼はしばらくそうしていると、突
然、起き上がって書きものをした。それからまた横になった。11時か12時までそのようにして、
床に就いた。
　また、彼の友人たちが時々やって来る場合を除いて、彼は毎日次のようなことをしていた。羅
朝、爆が覚めると、ゆうべ書きあげた書面をとって、行ったり来たりしながら読んだ。多分、
10枚のうち3、4枚読んだであろう。それらを書記に渡して、本に写すように醤った。残りは破
って捨てた。彼は毎日そんなことをしていた。）”ω
　アブドゥルラは時には鋭い筆致で描く。次の描写はトゥレンガヌの地（negerl　Trengganu）の
住民に関する描写である。
　”Maka　abdl　atau　hamba　tijada　banjak　dalam　negerl　Trengganoe，　tetapi　boleh◎rang　ber－
djoewal　bel三hamba　itee，　tijada　mendjadi　laraRgan　adanja．　Tetapi　soenggoehpon　tijada　baniak
hamba　atau　abdi　da｝am　negeri　itoe，　raal〈a　adalah　pada　sangka　sahaja　segala　ra‘jat　jang　da｝am
neger三itoe　maslng・masing　kadoedoel〈annja　itoe　seperti　abd三djoega　adanja，　sebab　segala　marika
ltoe　menoeroet　adat　jang　djahat．dlahat　dan　bodoh－bodoh　itoe．　Maka　djikalau　sekalipon　ija
hendak　melepasken　adat－adat　itoe，　tijada　berani　ija．（撫、奴隷はトゥレンガヌの地には多くい
なかったが、奴隷売翼は許され、禁じられていなかった。しかし、そこでは奴隷が多くいなかっ
たとはいえ、思うに、その地の住民たちは、いろんなよくない愚かな慣習に従っているため、各
人、奴隷と同じだ。彼らはそれらの慣習を捨てようと思っても、勇気がない。）”（3）トゥレンガ
ヌの地の住民が従っている畜来からの慣翌をadat　lang　dlahat・dlahat　dan　bodoh・bodoh〈よくな
い愚かな慣翌〉であると、また、慣響に従っている住艮をabdi〈奴隷〉のようなものであると
表現し、住民が慣習を捨てるにもtllada　beran三〈勇気がない〉と鋭い筆致で描いている。
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　また、アブドゥルラは、「パントゥン」や「ビダル」（blδal一薩喩、暗喩の類）を織り混ぜたり
して、比喩を交えた写実的手法をとる。彼の写実的筆致には巧緻さが滲みでているのであり、表
現に繊細にして含蓄深い味わいがある。
　次の描写は砦からの慣習に固執するパハンの地（配geri　Pahang）の住民に関する彼の描写であ
る。
　”．．，．．．Adapon　sebabnja　fikiran　itoe　datang，　karena　tijada　marika　itoe　maoe　menoe－
roet　adat　orang，　lagipon　tijada　ija　mempoenjaT　iimoe，　mendjadi　makin　sehari　makin　bodohnja
bertambah，　seperti　katak　di　bawah　tempoeroeng　adanja，　maka　adalah　pada　sangka　katak　itoe
tempoeroeng　itoelah　langlt．（．．＿．．籾、そのような考え方がおこるのは、彼らはきまり
に従うことを望まないうえ、学がないからで汐）る。N一臼とたつにつれ、彼らはますます愚かに
なっていく。彼らは椰子の実の殻の下にいる蛙のようなもので、この蛙は椰子の実の殻が天であ
ると恩っているのである。）”（‘）アブドゥルラは住民をkatak　di　bawah　te・npoeroeng〈椰子の
実の殻の下にいる蛙〉にたとえる。住罠は所謂F井葎の中の蛙」にたとえられている。katak　d童
bawah　tempoeroengというのは、〈世間知らずの人間〉のことをいい表す「ビダル」である。
　アブドゥルラは、シンガポールの知事の役職についた英国入Butterworthとその夫人の立派な
人格に対して賛辞を送り、二人に関して次のように描写する。
　”　．　．　．　．　．　ボmel三hat　tabi‘at（達an　kelakuannja　dua　lak三isteri　telah　berpatutanlah　jang　telah
didjodohkan　Allah　seperti　susu　dengan　sjakar，　seperti　tjintjin　dengan　permata　adanja，　seperti
kata‘arif：dapat　tiada　pohon　jang垂）aik　itu　achirnja　mem垂）er三buah　jang　baik　djuga．　．　．　．　．　．　．
（．．．．．．夫妻の性格と品行は合っている。神によって結ばれたxe人は『ミルクと砂糖のよ
う』であり、また『指輪と宝石のよう』である。賢人が言う通りである。『必ず立派な木は立派
な実を結ぶのだ。』と。＿．＿．〉”（s）この描写の中で『ミルクと砂糖のよう』（seperti　SUStt
dengan　sjakar）、『指輪と宝石のよう』（seperti　tjintjin　dengan　permata＞という「ビダル」が用
いられている。これらは、「似合う」ということを表す「ビダル」である。
　次の描写はシンガポールの三代めの統治者英国人Crawfurdに関する描写である。
　”．．，．．．Sebermula，　maka　sepeninggal　tuan　Farquhar　berlajar　itu鵜aka　tuan　Craw－
furdlah　memegang　keradlaan　negeri　Singapura，　tetapl　sungguhpun　negeri　itu　ada　beradja，　maka
rupanla　dan　rasanja　seperti　tiada，　seperti　perkataan　pantun：sepUluh　bintang　bertabur，　bolehkah
sama　dengan　bulan］ang　satu？Maka　kulihat　akan　hal　negeri　S三ngapura　pa（la　masa　itu　seperti
ke至akuan　perempuan　kematian　suam三nja，　rambutnjapun　kusut，　mukanjapun　masam，　duduklah　ia
dengan　duka－tjitanja，　karena　serinja　telah　tlada．　Adapun　segala　perkara　ini　orang　jang　ber‘akal
dan　jang　djauh　pemandangannja　dan　jang　ada　berplkiran　itu　diketahuinjalah　dengan　kenjata・
annja　akan　segala　misai　jang　kusebutkan　itu．　Maka　dlikalau　kiranja　orang？jang　seperti　aku　ini
keadaannja，　maka　sama　djuga　kepadanja　barangsiapa　adapun　垂）aik　dan　l）arangsial）a　tia（圭apun
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baik，　asal　ada　nasi　dalam　periul〈nja，　asal　kenjang　perutnja，　sgdahlah，　sepert三perkataannja：
septtluh　kapai　datangpun，　andjing　bertjawatξkor　djuga，．　．　．　．　．　．　（．　．　．　．　．　．掬、
Farq曲ar氏が帰国の旅に出てからCrawfurd氏がシンガポールを治めたが、シンガポールに統
治者がいても、まるでいないかのようであった。次のような「パントゥン」で詠まれる讐のよう
であった。『星が10綱審っても月にかなうだろうか。』当時のシンガポールは、まるで夫に死なれ
たところの、纏れ髪の、顔をしかめ、光をなくして悲しみながら座っている女性の有様のようで
あった。賢明で思慮ある皆様は、私が雷う讐の意味がおわかりである。この私と岡じような境遇
の人々は、釜の中に御飯があれば、腹が一杯になれば、（統治者に）誰がなろうがなるまいが構
わないのであった。次の警のようであった。『10艘の船がやってきても、犬はしっぽを巻いてい
る。』－g…　　）”（6）この描写の中で『星が1e個寄っても月にかなうだろうか。』（Sepuluh
bintang　bertabur，　bo16hkah　sama　dengan　bulan　jang　satu？）という「ビダルjが用いられている。
これは、「真心ある立派な人は飼入もとって代ることができない」という讐である。ここでは、
bulan〈月〉がFarquhar氏を、　bintang〈星〉がCrawfurd氏を暗示している。また、雛0艘の
船がやってきても犬はしっぽを巻いている。』（Sepuluh　kapal　datangPun，　andjing　bertjawat
ekor　djuga．）という「ビダル」が用いられているが、これは、無閣心なことの籔に用いられるビ
ダルである。ここでは、1〈apal〈船〉が統治者を、　aitdling〈犬〉が鷹罠を鴎堺している。このよ
うに、アブドゥルラの描写には比喩が交わり、巧緻さが滲み出ている。そこには繊細にして含蓄
深い味わいがある。
　さて、アブドゥルラの写実主義は、生活の体験的事実のただ単なる平板な描写ではない。現実
社会に内包する矛盾、欺縄、不正、虚偽、幻想、醜態など、現実社会の実態に鋭い関心を持ち、
現実の実相に広く圏を注いでaれを活写した。彼には時代と社会環境に対する苦閣があり、彼の
作品には批判精神があらわれている。アブドゥルラには現実に対するダイナミックな姿勢がみら
れ、当時の社会に対する批判的な観点から、当時の祉会の本質をとらえようとする態度がみられ
る。次の描写は当時のマレーの王侯に関する描写である。
　”SjahadaR，　adapun　sebab　aktt　mengatai｛an　lalim　Clan　aniaja　peri燕tah　radja2nja，　karena　seBtiasa
tabi‘at　radja　Melaju　itu　jaitu　meBghlnaRa蹴ra3atnja　se・olah2　pada　pemandangannja　al〈an　ra3atnja
itu　seperti　b三Ratang　adanja．　Maka　sebab　ituiah，　apablla　ra‘jatRja　itu　bertemu　dengan　dla　dapat
tiada　hen（垂aklah　三a　du（圭uk　ditanah　ba至k　dibetjak，　baik　d三ko£or，　dan　lagi　al）abila　ra（圭ja2　itu
menghendaki垂）aik　anak2　perempuan　atau　barang　suatu　harta　ben（董a　ra‘jatnja，（圭laml：）ilnja　sahadja
dengan　tlada　mendjadi　sesuatu　kesusahan　atau　takut　kepada　Allah，　dan　lagi　tiadalah　kepada
timbangan　dan　keBangan　atas　ra‘jatnja；dan　lag三dl逢alau　baraRg　suatu　hgkuman　atau　periPtah
jang　diletakkannja　atas　ra3atnja　itu，　se－mata2　dengan　hawa　nafsunja　sahadja　seperti　orang　jang
d三kas三h三Rja　（至iringankannja　（垂an　◎rang　jang　（1三bentj三kannja，　diberatkanaja；　dan　lag三　ka肇att　l）agai－
mana　d］ahat　atau　aniaja　anaknja　atau　keluarganja　atas　ra‘jatnja　dan　neger三nja，（圭童董）三arkannja　dan
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disembunjlkannla；dan　lagl　la　menaruh　be－ratus2　dan　ber－pultth2　hamba　radja．　Adapun　mer6ka
itulah　jang　membinasa鼓an　segala　ra‘jatnja　dan　lagi　ia　rnembuBuh　manus三a　itu　seperti　laku
memわungh　se鰍or　semut　sahadja，　Clan　lagi　se－kall2　tiada　ia　mentjaril〈an　djalan　selamat　bagi
segala　ra‘latnja，　melainkan　bagi　dirlnja　sahadja．　Maka　adapun　segala　perkara　ini　semuanja
datangnja　（lari　sebab繰ada　mempunjai‘嚢rBu　atau　peladjaran　adanja，　ia　hendak　mendja（li　tukaBg，
tetal）三　tia（la　l）erpekakas　mendjadi　barang　perbuatannja　三tu　sangatlah　tjanggungnja　kepa（la
penengaran　dan　pemandangan　manusia，　sebab　segala　perbuatannja　itu　mendatangkan　tjedera
bag三（lirinja，　lstim6wa　namanja；oieh　sebab　itu　mendjadi　bentjilah　segala　bangsa　jang　lain　akan
dia．（勢、私が王侯の行ラ政治に関して暴政であると述べるのは、マレーの王侯は常に距民を蔑
視し、まるで距民を動物のようにみなすからである。距罠が王侯に出会うと必ず、水溜があろう
が、泥土であろうが、地面に座らなければならないのである。また、王侯は、臣民の娘や臣民の
財産が欲しいと、難無く神を恐れず奪い取ってしまう。また、王侯は臣民のことを考えないし、
臣民に或る罰や命令を下す際は、まったく霞己の情欲によって下す。好きな者に対しては軽くす
ませるが、嫌な者に対しては厳しくする。また、王侯の子供やその家族が臣罠と圏家にどんな悪
いことをしても、王換はそれを放置し、隠す。また、王僕は何十人、｛可蕎人もの奴隷をおいてい
る。段民を滅ぼすのは王侯である。また王侯は蟻を殺すように入間を殺す。また、王侯は決して
康民の安寧の道を探すようなことはせず、ただ自己の安癖の道を求める。こういったことは、み
な王侯に学がないためである。tukang〈職人〉になろうとしてもperkakas〈道具〉がないよう
なものである。王．鹸のなす事は、まったく聞き苦しいし、見：苫しい。霞罷の身を、特に自己の名
を煽つけているのだ。故に、他の民族は王震を嫌悪する。）”ω
　　次の描写は、人々の学問探求に対する姿勢についての彼の描写である。
　　”Bermula　djikalau　demikianlah　perihalnja　manusia　ini　dldjadikan　Allah　dengan　lengkap
genapnja　jaku　｝〕er‘aka垂dan　berpikiran　daR　budi，　maka　bukankah　patut　kita　usahakan‘akal　dan
pikiran　itu？Kita　pillh　lang　mana　mendatangkan　kebadlikan　kepada　kita，　ki毛a　turut，　dan　jang
mendatangkan　kedjaha£an　kita　djauhkan　dia？Adapun　perkara　jang　demikian　ltu　tersangat
kurangnja　kepada　anakz　ki書a　Melaju，　melainkan　d三matikannja‘akainja　dan　pikirannja三tu，　maka
ia　menurutkan　hawa　nafsunja　dan‘adat20rang　jang　dahuiu　kala，　itu｝ah　diturutnla　selama－
lamanja，　tetapi　djikalau　kita　bertanja：，，Mengaf）a　〕Entjik　du（玉uk　da王am　ha韮susah　dan　bo（達oh　三ni，
apa　sebab　tiada　mau　beladjar　perkara　jang　baik　dan　mengusahakan‘akalmu？”maka　djawab－
nja：，，　Apa　boleh　buat，　karena　sahaja　orang　misk三n三nilah　hal　sahaja　dalam　susah”Adapun
datangnja　miskin　‘akalnja　itu，　sebab£iada　berpengetahuan．　Adapun　ketiadaan　pengetahuan　itu
sebab　ia　tiada　mau　beladjar．　Adapun　jang　menegahkan　d呈a　dari　pada　beladjar　dan　berusaha　ltu
adalah　beberapa　sebabnla，　per－tama2　sebab　orang　tua2nla　jang　dahulu　tiada　berbuat　demikian，
itulah　三apun　tia（墨a　mau；　kedua　sebab　ra（圭ja2nja　dan　orang　besarznja，　dan　orang　jang　setara
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δengan　dia　tlada　berbuat，　maka　ltulah　iapun　tiada　mau；ketlga　sebab　ia　malu　akan　segala　orang
至asahadja　berbuat‘adat　baharu，　itttlah　asalnja‘adat　mereka三tu　turut2an　seorang　dengan　seorang
tiada　dipergttnakannja‘akal　dan　pikirannja　sendirl，　sebab　itulah　mendjadi　halnja　makin　lama，
usahkan　baik，　makin　djaltat，　usahkan　bangl〈it，　makin　rebak，　usahkan　tadjam，　makin　tumpul，
tambahan　pula　batu　pengasahnja　itupun　t三ada．　Maka　dengan　hal　lang　demikian　itu　habislah
‘akalnja　itu　dimakan　karat　sampai　t三ada　lagi　berguna　kepada　barang　suatu　djuapun．　Achlrnja
kelak　ia三tu　mendjadi　seumpama　tanah　tempat　di・pidjak201壱h　segala　bangsa　manusia　larian
adanja．（擁、もし入問が神によって完全な人闘として創造されているならば、つまり人問が賢
明で思慮あるものであるならば、頭をみがかなくてもよいではないか。我々は善悪を判断する
が、マレー入たちにはこの判断力がとても欠けていて、頭を埋もらせている。マレー入たちは、
自分の嗜欲と祖先の慣習にいついつまでも従っている。もし我々が『どうして困っているのか。
どうして学問を志さず、頭をみがこうとしないのか。』と聞けば、『しかたがないのだ。貧乏だか
ら。このために困っているのだ。』という返事が返ってくる。彼らがあまり賢明でないのは、学
がないことに起因する。学がないのは、彼らは学びたがらないことに起因するのだ。彼らに学問
を志すようにさせない原因は、いくつかある。まず第一に、昔から人々が学問を探求しようとし
なかったためで、そのために学びたがらない。第二は、王侯と高官及びかれらと岡等の者たちが
学閥を探求しようとしなかったからで、そのために学びたがらない。第三は、マレー人たちは、
はにかみ麗で、新しい慣習をつくりだすからである。彼らの慣習は入から人へと伝わり、彼らは
自分の頭を使おうとしないのである。そういったことが原因で、時がたつにつれてますます、彼
らはよくなるどころか悪くなり、たちあがるどころか倒れ、頭が鋭くなるどころか鈍くなってい
った。更に頭をみがく砥石となるものもない。そういう有様で、彼らの頭はさびて、もはや何の
役にも立たなくなっている。いまに、外来罠族によって踏みつけられる土地のようになってしま
うであろう。）”㈹
　アブドゥルラの写実主義は、これまでみてきたように、彼の体験と実感、環実に対する畠覚的
な批判性によって支えられている。しかし、ただそれだけではない。更に、彼の写実主義は理想
主義的な色彩を帯びる。彼は自己の理想主義的思想を作品の中に直叙した。それは忠雷・教訓と
いうかたちになってあらわれている。Hikayat　Abdullah　bln　Abdul　Kadlr　Munsylという作晶の
中では、わざわざnasihat〈忠言〉と題して自己の理想主義的思想を直叙している箇所もある。
蘭述のマレーのEEI侯の暴政に関して次のように述べる。
　”Nasihat．　Ingat2　hai　lalime　（至an　an三aja，　d罫kalau　engkau　kekalkan　（ljuga　kelakuanmu　jang
dem三kian　itu，　nistjaja　kelak　dituτunkan　Allah　hudjan　apl　dari　langit　akan　membakar　dan
memb三nasakan　d三a．　T三ada　engkau　ketahui　beberapa　kaum　ban圭2　jangδahulu2　ka玉a三雛＄ebab
lalimnja　dan　aRia］anja　dan　durhakanja　jang　ada　dibinasakan　A韮lah　dengan　angin　jang　besar　dan
jang　a（至a　d§）三nasakanNja　dengaB　api　jang　（1三turunkanNja　dari　垂angit　（lan　jang　ada　（litengge・
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lamkanNja　dengan　air　dan　Iagi　ber－bagal2　bala　dan　la‘nat　Aliah　atas　orang　lalim　dan　aniala　itu
adanja　karena　iaitu　seteru　Allah？（忠雷。暴虐に注意せよ。もしそのような行為を続けるなら
ば、きっと神は焼き滅ぼすために天から火の雨を降らすであろう。蕾の人々で、暴虚で反逆行為
をしたために、神によって嵐が引き起こされて滅ぼされたり、神が天から降らす火の雨を受けて
滅ぼされたり、神によって水の中に沈められたりした人々が多くいるのを知らないのか。また、
それらの残虐な人々は神の敵であるために、それらの人々に対して神のたたりがいろいろあった
ことを知らないのか。）”（9）
　　また、蘭述の人々の学問探求に対する姿勢について次のように述べる。
　　”Sjahadan，　maka　djikalau　kiranja　disangkanja　ia　bodoh　lagi　tiada　mempunjai‘llmu　dan
kepandalan，　bilakah　lagl　waktunja　jang　hendak　beiadjar　itu？Bukankah　patut　pada　masa　kanak2
dan　muda　inilalt　I〈etikanja，　supaja‘akal　dan　piklrannja　itu　bol6h　sttbur　seumpama　pohon，　apabila
mudanja　itu　banjaklah　dahannja　itu　bertumbuh　dan　tjawangnja　bol壱h　pandjang，　maka　apab三la
tuanja　kelak　banjaklah　buahnla？Maka　demikianlah　hal　manusia　itupttn，　kalau　tatkala　ia　lagi
kanak2（lipeladjarinja　barang　suatu，　nistjaja　pada　masa　tuanja　kelak　bo絶h垂ah　berguna．．　．　．　．　．
。 （撫、自分が愚かで学がないと思うのなら、学ぶ時期はいつであろう。幼少で蒋い頃が適令期で
はないか。この時期が頭脳旺盛である。ちょうどpohon〈樹木〉にたとえられる。樹令が若いと、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e
枝が沢出出てきて伸びていく。成育すると、多くの果実をつける。人間の場合も岡様であり、幼少
の頃に何でも学べば、必ずや、成長すれば、それが役立つことになろう。．．＿．⇒”（1°）
　　更に、マレー語に関する彼の描写をみよう。
　　”Sebermuia　adalah　se・besar2　h合ran　dalam　hatlkg　sebab　mellhatkan　hal　‘adat　orang2　kita
Melalu　itu，　jang　t童ada　diper・buat2016h　bangsa　jang　lain2　dalam　dunia　iR三d三perbuatnja．　Adakah
segala　bangsa　manusia　dalam　dunia　ini　membuangl〈an　bahasanja　sendlri，　tiada　bertempa£
beladjar　bahasanja　itu，　melai聡kan　jang　kuiihat　orang　Mela］ulah　jang　tiada　mengindahkan？
Adapttn　sebab　diperbuatnja　demikian　ltg，　karena　n6n6k－m（）jang　dahulu　tiada　berbuat　‘adat
be茎adjar　bahasanja　三tu　sampa三　sekarangpun　ia　tiada　berani　membuat　嚢u，　h6ran　al（u，　tetapi
se．hari2　ia　韮）ertutur　dengan　bahasa　Melaju　dan　barang　suatu　jang　hen（達ak　diperbuatnja　ittt　dengan
bahasa　Melaju　4a臓berkirim　surat　daripada　sebuah　negeri　kesebuah　negerl　dengan　bahasa
Melaju，　akan　tetap三nja　ia　tiada　mau　beladjar　akan　bahasanla　itu；barangkall　dala鵬seratus　tlada
seorang　jang　mengerti．　M隷ka　kalau　ada　sekalipun，　bul〈anRja　dengan　dituntutnja　melalnkan
dengan　tlru－meniru，　dilihatnja　orang　lain　berbuat，　de癩kia蹴iapun　berbuat。　Maka　djikalau
diperiksa　orang　akan　dia　apa　artinla　perkataan　ini，　apa　asaln］a　dan　a｛）a　sebabnja　（盤pa鼓a圭
ditempa£ini，　maka　ter－tjengang2　ia　tiada　terdjawab，　sebab　ia　tiada　bergUru　melalnkan　meniyu
sahadja．　Maka　patutkah　berlbu　berlaksa　orang2　itu　h重（至up　dengan　tねda　tau　membatja　surat（圭an
menjurat　dan　tia（la　tau　ber－kira2，　mendjadi　di－olok2kan　oleh　orang　bangsa21a三n　dan　ditipu　orang
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al｛an　dia　dalam　sukatan　dan　timbangan　dan　rundlng・merunding，　lstimewa　pula　dalam　hal　tulis・
menulis　dan　karang．mengarang　dan　seもagainja？
　Bermula　adaiah　jang　kudengar　beberapa　bangsa　jang　dalam　dunia　ini　mendjadi　besar　dan
pandai　sebab　mer壱ka　itu　pandai　membatja　surat　dan　menlurat　dan　mengert圭bahasanja　serta
memeliharakan　bahasanja　jaltu　dari　pada　bangsa‘Arab　atag　bangsa　orang　putih　baik　dari　pada
orang　Tjina　atau　Mindu．　Maka　sekallan　mer6ka　itu　sentiasa　memellhara猛an　dan　memuliakan
bahasanja，　斑aka　makin　seharま　makinlah　（liluaskannja　dan　ditambah三nja　dan　d三蓋）a量kinja　（垂an
dlhaluskannja　sampailah　pada　zaman　ini，　karena　sesungguhnja　bahasa　ltulah　mendladikan
manusia　lni　ber‘akal　dan　menambahi　kepandaian　dan‘ilmunla　dan　bol6h　meRdjalankaR　segala
peker（ljaannja　dan　bOl6h　membaikl　al《an　dirinja　Sendiri　dan　bOl6h　pula　mengadjar　akan　Orang
　し
lain．　Maka　dengan　dia　itulah　sahadja　didjadil〈an　Allah　jang　dapat　nenge｝uarkan　barang　suatu
rahasla　jang　dalam　hati　manus三a．　Sjahadan　dapat　tiada　kalau　ada　suatu　bangsa　jang　besar　itu，
maka　bahasanjapun　besar重ah，　kare聡a　sekalian　perkara　jang　ada　（圭alam　duRia　（至aR　ach三rat　itu
semuanla　terbit　daripadanjalah，　meRdjalankaR　pekerdjaanδan　memberi　nama　tiap2　suatu　itu
dengan　bahasa　dan　mentjarl　kehidupan　itupun　dengan　bahasa，　dan　mendatangkan　beberapa
kekajaan　dan　kernuliaan　kebesaran　bagi　manusia　itupun　dar呈　pada　bahasa　datangnja．　Maka
bahasa　itulah　jang　amat　besar　gunanla　bagl　manusia　inl　d皿呈a　achirat　adanja，．．．。．．　（劔、
マレー入のしきたりにとても不思議に思う。それは、この世において他の昆族にはみられないこ
とだ。この世の人聞は自分自身の言語を捨てているのだろうか。霞分の言語を学ぶ場を持ってい
ないのだろうか。マレー人は無頓着である。その原因は、祖先が麹分の言語を学ぶしきたりをつ
くらなかったからで、現在に至っても敢えてつくろうとしない。私は不思議に思う。でも、露
常、マレー人はマレー語で話をし、行うことは何でもマレー語で行い、地域間の書簡にはマレー
語を用いる。しかしながら、マレー人はマレ～語を学ぶことを望まない。恐らく、自分の言語を
よく理解するものe＆loo入中1入もいないだろう。もしいたとしても、その者は自分の欝語を学
んだわけではなく、他人のものを模倣して知識を得たにすぎない。その者に或る言葉の意味や語
源、使用法をきけば、あっけにとられて答えられない。その者は教師について学んだわけではな
くて、人のものをまねて覚えたからである。何千万もの人々が書簡を読むことも書くこともでき
ずに、また計算することもできずに生活していて、異民族にからかわれたり、秤の霞や話し事
で、特に書きものなどで他入にぐまかされたりしてよいものだろうか。
　ところで書簡の読み書きができ、自分の奮語を理解し、更に自分の書語をはぐくんでいるため
に偉大な民族になったこの世の多くの民族の話を聞く。即ち、アラブ人や白人、中国人やヒンズ
ー 人のことである。それらの民族は、常に自分の言語をはぐくみ、尊び、黛ぐとに、そのように
努めて今疎こ及んだ。実際、欝語によって人閥は賢くなり、知識を増やすことも、露分の佳畢を
行うことも、自分を改めることも、他人を教育することもできるのである。神によって、人閥は
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琶語を用いて心の中のいかなる秘密も打ち明けられるようになっている。或る偉大な民族がいた
とすると、確かにその畏族の言語は偉大なものだ。現世、来世における万事は言語に依拠するの
である。仕事をするには言語を用いるし、物それぞれには言語で名称がつけられる。生計を求め
るにも言語によることであり、多くの富や栄奮がもたらされるのも雷語による。欝語こそ、現
世、来世の人間に役立つところが極めて大きいのである。．＿＿⇒”ω）
　”Nasihat．　Adalah　suatu　h6ran　lagi　tertlengang　aku　sebab　melihatkan　dan　memikirkan　hal
orang　Melaju　ini，　belum　sadar　al｛an　dlrinja．　Ia　tlnggal　daiam　bod◎hnja　ltu，016h　sebab　ia　tiada
mau　beiadjar　bahasanja　sendiri　dan　t三ada　mau　menaruh　tempat　beladjar　bahasanja　itu．　Maka
mustahil　pada　‘alcal，　adakah　orang　ja　rig　tiada　bela（圭jar　itu　b◎韮6h　men（騒ad重　panda三　sendirinja．
Bukankah　segala　bangsa2　jang　laln　dalam　dunia　lni，　Maslng2　ada　beladla妻bahasanja　melaiakan
orang　Melalu。1）an　lagl　pula　katanja：apakah　gunanja　dipeladjari，　karena　iaitu　bahasa　kita，
lagipun　dala組dunla　sahadja　berguna；terlebih　baik　bahasa‘Arab，　berguna　dunia－achirat．数u．
f）un　benar　djuga；　tetapi　h6ran　aku，　bagaimana　bo16h　（韮iketahui　bahasa　orang　la三n，　dj銭《alau
sebelum　mengetahui　bahasa　kita　sendiアi　dahulu．　Akan　tetapi　ia　ber・kata2　itu　dengan　bahasa
Melaju；ia　berdjual・bel三dan　berkirim　surat　dan　membalas　suyat　dengan　bahasa　Melaju　（至juga．
Maka　belumlah　pernah　aku　mellhat，　ba三k　orang　Melalu　baik　peranakan　atau　baraRg　bangsa　jang
iain2，　menggunakan　bahasa‘Arab　dalam　pe数erdjaannja，　baik　dari　hal　berniaga　atau　menulls
kira2nja　atau　berkir三m　surat　atau　membalas　surat；melainkan　sekalian　mer6ka　itu　menggunakan
bahasa　maslng2　melalnkanδalam　sembahjang　atau　do‘a　itulah　sahadja．（忠言。マレー人がまだ
爆覚めないために不思議に思うし、あきれることだ。彼らは臨分自身の言語を学ぶことや、それ
を学ぶ場を設けることを望まないから、愚かな状態でいるのだ。学ばないものがひとりでに賢く
なるはずがない。マレー人を除いて、この世の民族はそれぞれ自分の誘語を学んでいるではない
か。更にまた、マレ～人は次のように言う。『自分の言語は自分の言語であるだけに、学んで面
になろう。それはこの世でのみ役に立つだけだ。アラビア語を学ぶ方がよい。来世で役に立つの
だ。』そうは言えても、我々自身の漂語をまず知らなければ、他の言語はどうしてわかるのだろ
うか。だが、マレー人は話をかわすのにマレー語を使うし、売買や書簡の交換にもマレー語を使
う。マレー人も混血も、他の民族のものも、商亮にしろ、計算を書くにしろ、書簡を送ったり返
信したりするにしろ、やりとりにおいてアラビア語を用いているのを見たことがない。祈とうの
場合を除いて、みんな自分たちの零語を用いている。）”（12＞
　アブドゥルラは非鴬に多くの西洋人にマレー語を教えた。西洋人は、マレー語の習得は容易で
マレー語は他の器語ほどむずかしくないと考えたという。アブドゥルラは次のように描く。
　”．＿　．．，maka　disangkakan　o16h　mer6ka　ltu　bahasa　Melaju　lni　terlalu　senang，　boleh
dapat（lengan　segeranja，　bukannja　l）aga三bahasa　｝ain2　ter垂alu　susah．　Maka．　sangka　jang　demik圭an
itu　se－kall2　tiada　betul，　karena　ia　belum　mengetahui　djalan　bahasa　Melalu　dan　belum三a
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termas縫k　kedalam　belukar　bahasa　Melaju　itu．　Maka　dllkalau　kiranja　dimasul〈inja，　nistjaja　dill－
hatnja　dan　diketahuinja　ada　beberapa　tebal　se狙aknja　dan　beberapa　durl　lang　tadjam2海g　ada
teriindung　d三一tjelah2　rumput　itu．　Maka　sedikit　salah　melangkah　tertjutjuk　dikaki　dan　sedik三t　salah
berlenggang　tertikam　ditangan．＿＿，g（．．．＿．彼ら（（西洋人》は、マレー語は非常
にやさしく、はやく習得が可能で、他の言語ほどそんなにむずかしくはないと考えた。そのよう
な考えは決して正しくない。まだマレー語文法を知らず、まだマレー語の林の中に入りこんでい
ないからである。もしマレー語の林の中に入れぱ、きっと茂みが多いことや、多くの鋭い剃が草
むらの閥に隠れていることがわかるであろう。少し足を踏みはずせば足につき刺さり、少し手の
振りをまちがえれば手に突き刺さるのだ。．，．．・．）”（13）
　”Nasihat．　Pada　kehendak麹u　apabi｝a　seorang　beladjar　bahasa　Melaju　itu，　maka　apablla　la
sudah　boleh　membatja　surat2　Melaju　itu　hendaknja　disalinkannja　barang　perkataan　atau‘ilmu2
jang　dalam　bahasanla　itu　kedalam　bahasa　jang　baharu　dlpeladjarinja　itu．　Maka　arti　peykataan
lang　disalinkannja　itupun　biar　setudju　dengan　keheRdak‘蕪mu臓ja　ltu，　dan　Ia霧i　pula　perkataan
Melaju　jang　dipakainja　itupun　hendaknja　dengaR　djalan　bahasa　Me｝alu　lang　betul　adaRja，　maka
itupun　dengan　tiada　telongan　guru　Melajunja．　Maka　pada　ke纏ka　圭tu　sabaslah，　maka　baharulah
sempuma　pe歪ad∫ara難簸ja．　Bermula，　adapun　peladjaran　dan　kepandaian　jang　demikian　itulah
kelak　terlalu　besar　gufianja　dan　supaja　bol6h　dituturkaRnla　pula　kepaδa　orang　lain．　Maka
iaitulah　diu　npamakan　seperti　benih　jang　baik　adanja．　Maka　barang　dimanaδitanam　nistjaja
bertumbuhlah　ia　serta　berbunga　jang　amat　harum　bahunja　dan　berbuah　pula　jang　amat　lazat
rasanja．　Bahwa　perkara‘三lmu細9　demikianlah　kehendakku，　djikalau　dengan　mudah－mudahan
δ滴adikan　Allah　kira駐laδalam　b誌asa　Melalu　aδa瞬．（忠誉。人がマレー語を学ぶときの私の希
望は、マレー語の書面が読めるようになると、自分の欝語の単語や知識を学んだばかりの言語
（マレー語》に翻訳してみてほしいということである。翻訳する雷葉はそのいわんとすることを
書い表すようにし、また使用するマレー語は正しいマレー語文法に従い、マレー語の先生の助
けをかりずに翻訳してみることが望ましい。それができるようになると、習得できたことにな
る。そのような学習はとても有効であろう。他人にもすすめられたらと思う。ちょうど立派な苗
木にたとえられる。どこに植えても必ず成育し、とてもかんばしい花を咲かせ、とてもおいしい
果実を結ぶのである。私の希望はこのとおりで、どうか神がマレー語に顯して私の希望をかなえ
て下さることを祈るものである。）”働
　これらのマレー語に関する彼の描写には、器葉を愛し尊ぶ彼の精神があらわれており、言葉に
対する彼の理想主義的思想が窺われる。
お　わ　嬰　に
アブドゥルラは自己の臼常生濡の体験や現実の社会風俗を作最に活写した。彼の写実的手法は
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特異なもので、時には鋭い筆致で描くほか、また時には「パントゥン」や「ビダル」を織りまぜ
たりして比喩を交えた手法をとる。比喩を交えることにより彼の写実的筆致には巧緻さが滲みで
ているのであり、表現にきめの細かい禽蓄深い味わいがある。アブドゥルラは、自己の生活の体
験的事実や現実の社会風俗をただ単に平板に描写するだけではない。環実社会の諸相に鋭い関心
を持ち、それらに広く注昌して活写した。彼の作繍には彼の批判精神が現われている。彼は環実
に対してダイナミックに取り緯もうとした。彼には、当時の社会に対する批糊的な観点から、当
時の社会の本質をとらえようとする態度がみられる。彼の写実主義は彼の生活体験と実感、現実
に対する自覚的批判性によって支えられているのみではない。更に彼の写実主義は理想主義的色
彩を帯びる。彼は作晶の中で彼自身の思想を薩叙した。それは忠雷・教翻というかたちになって
あらわれており、作品の中に盛られている。Hikayat　Abdullah　bin　Abdul　Kadlr　Munsyiという
作品の中では、わざわざnaslhat〈蘭繋）US　N口〉と題して自己の理想主義的思想を直叙している箇所も
ある。その箇所は14箇所ある。理想主義をめざす彼の思想が窺われるのである。
　彼の写実主義は単なる平板な現実描写にとどまらない。彼の写実主義は、更に現実に対する自
覚的批判性の上に理想主義的な色彩を帯びるのである。
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